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ヒトを対象とした研究を実施するi僚には，いくつかの
重要な留意事項があります.例えば，対象者(サンプリ
ング，採択と除外基準，サンプルサイズ).観察因子(測
定値の定度と真度，誤差・バイアス，交絡).統計学的
事項(単変量と多変量解析，バイアス制御)などがあげ
られます. これらの留意点に対する配慮や制御が不十分
な研究は，せっかく苦労して論文にしてもアクセプトさ
れ難いことがよくあります.つまり アクセプトされや
すい論文とは，研究計画の立て方(研究デザイン)が最
適であること，および研究から得られた結果を適切に解
釈・結論されていることが重要な条件と考えられます.
では， どのような事項に留意しながら研究をデザイン
すれば良いのでしょうか?本ワークショップはその疑問
に応えるために企画されました.講義内容と担当講師は
以下のとおりであり 研究デザインに精通した講師がそ
れぞれ30分程度の講義を行いました 1) ヒトを対象と
した研究のデザイン(種田行男・中京大学)2)観察研
究を計画する際のポイントと留意点(津田亨・東京ガ
ス株式会社)3)介入研究を計画する際のポイントと留
意点(中田由夫・筑波大学)
ワークショップではさまざまな留意点について，詳細
でわかりやすい解説がなされました. しかしながら，本
ワークショップでは短い時間にもかかわらず多くの重要
情報が提供されたことから，詳細な部分にまで十分な理
解が得られ難かったかもしれません情報の消化不良を
感じた方々には，運動疫学研究会が主催する「運動疫学
セミナ-Jの受講をお薦めします.このセミナーは研究
デザインの初学者のためのベーシックコースと経験者の
ためのアドバンスコースを備えており. 2泊 38の合宿
スタイルで短期集中的な教育プログラムを提供していま
す.詳しくは運動疫学研究会のホームページ (http://
jaee.umin.jp/) をご覧ください. また，ホームページか
らはワークショップ当日の講演資料をダウンロードする
ことができます.これらの講義を参考にして研究を計画・
実施し質の高い論文が数多く執筆されることを心から
期待しています.なお 本ワークショップは日本体力医
学会・将来構想、検討委員会の小委員会である「セミナー
委員会Jが企画しました.本委員会ではこのような教育
セミナーを，対象とする研究分野を変えながら今後も継
続的に開催する予定です.また 本ワークショップの運
営は「運動疫学研究会jに全面的なご支援を頂きました
本ワークショップの開催にあたって，関係各位のご厚情
に深く感謝いたします.
